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論文の内容の要旨
　本論文は高励起状態の原子核子分裂の動的機構の解明を目的とした重イオン核反応に関する研究報告である。
重イオン原子核反応に伴う核分裂の動的機構については，入射重イオンと標的原子核との衝突後，二つの原子核
が一度融合してから分裂する「融合分裂」（Fusion－Fissi㎝）と，二つの原子核が一定時聞の接触を保ち，十分
なエネルギー移行を経た後に再び二つに分かれる「深部非弾性散乱」（Deep－Ine1asticCo11ision）とが提唱されて
いる。従来，実験で観測される核分裂片の質量分布や放射の角度分布から上の二つの動的過程を区別しようとす
る研究が数多くなされて来たが，それらを明瞭に区別することは困難であった。
　核分裂では二つの重い核分裂片と申性子や陽子またはアルファ粒子などの軽い粒子が放出されるが，これらの
軽い粒子と重い分裂片をそれぞれ独立の検出器を用いて同時計測することにより，分裂片に対する軽い粒子の放
射角度やエネルギー相関に関する情報が得られる。これらの相関は核分裂の動的過程を反映すると期待される。
　著者は上の様な着想に基づき，理化学研究所に於てリングサイクロトロンで加速されたE＝714MeVの84Krイ
オン（E〃＝714／84：8．5Mev／λ）をアルミニウムに照射し，軽い荷電粒子と核分裂片との同時計測実験を行っ
た。荷電粒子の多重度を精度良く測定するため，反応申心となるアルミニウムターゲットの周囲に全立体角の
3／4を覆う120個の独立の検出器を配置した。個々の検出器は発光時聞特性の異なる二種類の蛍光体を組み合わせ
た複合型シンチレーション検出器で，陽子およびアルファ粒子を分離して観測する事が出来る。一方分裂片の観
測にはシリコンの半導体検出器を使用し，原子番号Z＝20までの軽い同位体を分離観測する事が出来た。
　著者は次の様に実験データーの解析を行った。
　（1）分裂片との同時計測で得たある一定の観測角度に於ける軽い荷電粒子のエネルギースペクトルから，運動
量とエネルギーの保存法則を用いて運動学的に特定の軽い粒子の発生源を逆算する事が出来る。そこで発生源と
して複合核および二個の分裂片の合計三個の粒子発生源を考慮してエネルギースペクトルを解析し，陽子とアル
ファ粒子の分裂前多重度を評価した。その結果，エネルギースペクトルと多重度は8×10’21秒の核分裂時問を
仮定した統計モデル計算と一致することが分かった。
　（2）上で得た核分裂時聞の間に起こる核子数の分布を拡散方程式を用いて計算し，実験で得られた分裂片の質量
分布と比較した。その結果，従来「融合分裂」とされてきた質量領域にも「深部非弾性散乱」からの寄与が混在
していることが分かった。
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　著者は上記の結果に基づき，84Krの入射エネルギーが易、F5MeV／λ及び易。FlO．5MeV／λにおける質量分
布の実験データーを同じ手法で解析し，上の分裂時間と拡散方程式から計算した質量分布と系統的に一致する部
分がある事を見出した。そして著者は，この部分が二つの原子核が接触して十分なエネルギー移行がある「深部
非弾性散乱」からの寄与として矛盾が無いという結論を得た。したがって今まで明瞭に分離して測定することが
出来なかった「融合分裂」と「深部非弾性散乱」の二種類の断面積が，本研究によって初めて独立に評価された
ものと言える。
審査の結果の要旨
　重イオン原子核反応に伴う核分裂の動的機構において，■「融合分裂」と「深部非弾性散乱」とをどの様にして
実験的に分離して評価するかは困難な問題であった。本論文は，従来，融合分裂で使われた軽い粒子の多重度の
測定から分裂時間を推定する方法が深部非弾性散乱過程にも適用出来ることを示し，また，核分裂片と軽い粒子
の角度相関から，今まで融合分裂に起因すると思われた分裂片収量の中に深部非弾性散乱からの寄与がある事を
示唆した。
　本論文は，実験内容とその解析ならびに物理的結論において，原子核反応に伴う核分裂の動的機構に対する二
つの新しい知見を与えたと言う意味で十分な価値がありラ学界への貢献度も高く，博士論文に値するものと言え
る。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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